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第１５回串木野・市来合併協議会会議録 

 

開催年月日 平成１６年１１月１９日（金） 

開 催 場 所 いちきアクアホール（市来町） 

開   会 午後２時１５分 

閉   会 午後３時２分 

出 席 者 

○ 串木野・市来合併協議会委員出席者 

会 長  田 畑 誠 一 

副会長  大久保 幸 夫 

委 員  永 徳 親 久     吉 尾 逸 郎     竹之内   勉 

     石 野 弘 人     平 里 尚 人     松 下 兵 衛 

     淵 脇 紀 子     勝 目 眞理子     西中間 健 一 

    原 口 政 敏     木 場 俊 行     石 原 行 義 

    中 間 啓 行     橋 口 正 憲     内 田 政 司 

    徳 重 涼 子 

以上１８名 

   顧 問  住 吉 徹 

 

○ 専門部会長 福 永 勝 文     久 保 正 治     平 石 耕 二 

        石 田 信 一     山 下 治 行     牛 濵 義 信 

        宇 都 隆 雄     下 池 末 男 
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会次第 

 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 事 

（１）議案審議 

議案第６４号 新市の名称の再協議について              【２頁】 

議案第６３号 合併協定書（案）について（継続審議）         【３頁】 

（２）その他 

① 調印式について                         【４頁】 

② 新市名称公募の表彰について                   【４頁】 

③ 事務の進捗状況について                     【４頁】 

④ 次回協議会の開催について                    【４頁】 

４ 閉 会  
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司会者（逆瀬川正事務局次長兼総務課長） 
開会いたしますが、会議に入ります前に資料の確認をお願いいたします。本日配付の協

議会資料と出席者名簿でございます。よろしいでしょうか。 
続きまして、本日の協議会でございますけども、協議会規約によりまして、委員の２分

の１以上という定足数を満たしておりますので、この会議が成立いたしますことを宣言い

たします。 
それでは、ただいまから第１５回串木野・市来合併協議会を開会いたします。まず始め

に、当協議会の田畑会長にごあいさつをお願いいたします。 
田畑誠一会長 
皆さん、こんにちは。 
本日は、第１５回串木野・市来合併協議会を開催いたしましたところ、委員の皆様方に

は大変ご多用中にも関わりませず、万障お繰り合わせのうえ、ご出席をいただきまして、

誠にありがとうございます。 
さて、前回の協議会におきまして、住民説明会等のご意見を受けて新市名称について再

議することを決めていただきましたので、「新市の名称」と継続審議の「合併協定書（案）」

についてご協議をお願いします。 
委員の皆様には、これまでいろいろとご苦労をおかけし、ご尽力いただいてまいりまし

た。これまで同様、十分調整が図られますようお願いを申し上げまして、開会に当たりま

してのあいさつといたします。 
本日も本当にご苦労様でございます。 

司会者（逆瀬川正事務局次長兼総務課長） 
協議会規約によりまして、会長は会議の議長を務めることになっておりますので、田畑

会長にお願いいたします。 
田畑誠一会長 
それでは、さっそく只今から協議に入りますが、会議録作成の点から発言につきまして

は、発言の前に委員名をおっしゃってから発言をお願いします。 
なお、本日の議題につきましては、議案審議が２件、その他事項が４件でございます。

よろしくお願いいたします。さっそく議事に入ります。 
議案第６４号 新市の名称の再協議についてを議題といたします。事務局に説明を願い

ます。 
南竹一敏事務局長 

２頁をお開きください。議案第６４号 新市の名称の再協議についてであります。この

議案につきましては、去る１０月１４日第１２回合併協議会の議案第５９号におきまして、

確認をされた合併協定項目３号「新市の名称」について、次のとおり提案をするというも

のであります。調整方針（案）としまして『新市の名称は、れいめい市とする。』について

は、再協議を行うものとする。というものであります。再協議の進め方と候補名称等につ
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いて、審議方をよろしくお願いいたします。 
田畑誠一会長 
委員の皆さんからご意見等を賜りたいと思います。 

石原行義委員 
昨日の南日本新聞の日刊で串木野市議会市町村合併調査特別委員会で新市名称の再議に

ついて、評価もありましたが、一部に協議会が右往左往しているとの批判が特別委員会の

中であったことは誠に遺憾であります。このことは串木野市の住民説明会の経過を経て、

合併は賛成だが新市名称に反対の意見が多く、これを受けた田畑市長、吉尾議長の要請を

受けて市来町が再議することに理解を示したものであります。また、新聞紙上によります

と白紙撤回とあるが、前回の協議会では、私の記憶では、白紙撤回はありませんでしたが、

事務局長にあとでお答え願いたいと思います。 
また、せっかく決議した「れいめい市」という重さを考えると「れいめい市」を入れて

他の名前を検討するのかの質問に、投票で「れいめい市」というのが決まったものだから、

「れいめい市」を含めた中で検討するということで委員全員の理解は得られております。

昨日の市来町の市町村合併特別委員会において、原口議長の発言について強い反発も受け

ております。串木野市の議員が協議会は右往左往としているという発言は合併協議会を侮

辱した行為であり、非常識に情けなさを感ずるものであります。また、マスコミさんも面

白半分の記事ではなく正しい報道をしていただきますようお願い申し上げて終わります。 
南竹一敏事務局長 

ただいまの石原委員の質問にお答え申し上げますが、１１月１１日の協議会でありまし

た白紙撤回という内容の意見があったんじゃないかというようなことでございますが、議

事録の中では白紙撤回という意見はございませんでしたので、ご報告を申し上げます。 
竹之内勉委員 
只今、石原委員のほうから新聞報道等の件も含めて意見がございましたが、串木野市の

特別委員会の状況報告をここでさしていただきたいと思います。只今、発言がありました

石原委員の右往左往の発言でございますが、一委員の方からその発言がなされたところで

ございまして、大方の委員は住民の声を聞いて、この再議をするという決定に対して評価

をするということで、協議会のあり方に評価をいただいておるところでございます。 
合わせて審議の結果内容でございますが、串木野市のほうから「れいめい市」に対して

の異論、変えて欲しいとの要望が出たわけで、市来町からはそういう質問はあったにせよ、

異論はなかったというふうに聞いておるところで、当然、串木野市のほうでは何故「れい

めい市」を対象にするのかという発言もされたのですけれども、そこのところは協議会の

内容をご説明申し上げて、「れいめい市」を考慮の対象に入れるんですよ、協議会の結論で

ございますということを申し上げております。 
やはり、串木野市の委員としては、串木野市の立場から言うと、やはりいろんな経済効

果等を考えて、串木野市という名前で協議会の場でも主張するべきではないかというご意
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見、あるいは今まで小委員会等の協議、あるいは協議会の中での最終決定、そういう協議

を踏まえて、再議に付すと、合わせてその再議に付すのを内容が既存の市来・串木野が残

るような方向でということであれば、「串木野市来」、あるいは、「市来串木野」、そういう

名称でもいいんじゃないかというご意見、あるいは、「市来串木野」、「串木野市来」では長

い、アンケートの中にもこのくっつけた名前も多いと、応募数も多いということでこれを

合わせた名前がいいんじゃないかというようなご意見が出されまして、大方３つぐらいに

集約できるのかなあと思っておるところです。いろいろ協議をいただいて、しかしながら、

協議会での決定については、３委員の方の考えに任すということで、本日はこの場に３委

員が出席させていただいておるところでございます。 
私、個人的な考えも含めまして、また、これまでの協議の経過も含めまして、先の協議

会で合意していただいた市来・串木野の名前が残るような方向でということであれば「市

来串木野」「串木野市来」そのあたりでご理解が得られればなあという思いで今日は臨んで

おるところでございます。各委員の方々のご意見もまた聞かせていただきたいと思います。 
原口政敏委員 
竹之内委員の発言に異議はございません。私も「市来串木野市」がいいのかなあとこの

ように考えております。まあ、しかしながら、今日、明日、我が市来町は住民説明会を予

定をいたしております。従いまして、再議になった説明を住民にする義務があると私はこ

のように考えております。従いまして、今日、ご決定をいただければ一番いいわけでござ

いますが、そういうことを配慮していただきまして、次回の協議でご決定をいただければ

と、このように考えますが、如何でございますでしょうか。我が市来町の状況もお考えに

なって一つご判断をいただき、次回で決定をすると、もちろんさきほど竹之内委員のそう

いう名称には何も不満はございませんということでお願いを申し上げたいとこのように考

えておりますが、如何でございましょうか。 
吉尾逸郎委員 
市来町の原口委員のほうから町民の皆様方の説明会ということがございました。当然、

私ども串木野市のほうも「れいめい市」をもう一回再考してくれという意見を受けて、そ

してお願いをした経緯もございます。そして、もし、変わるということになれば、その辺

の説明というのは市民の皆様方にも説明をする義務がございます。ですから、さきほど原

口委員のほうから話がありましたが、今回は最終決定というのはおそらくできないのでは

ないか、次回に決定するという方針に私も賛成であります。そこで今日の協議会の中では、

いくつかの候補というのですか、そういうのもある程度の方向性というのはつけておくべ

きではないか、そういう気がいたしております。私ども串木野市のほうから「れいめい市」

という名称にいろんな反対があった、それを受けての再考というふうに私は理解をいたし

ているわけであります。さきほど話がありましたように、既存の名前、串木野市が何とか

残る新市名の方向で再度考えてくれないかという市民の意向を受けての再考と私も考えて

おりますので、何とか市来・串木野お互いの市名町名ですね、お互い譲ったり、譲られた
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りしていかなければならない状況であると思います。この合併というのは、その辺も踏ま

えた中で市来・串木野を残した名前、それと、さきほど話がありましたが「れいめい市」

というのも残す、市来町のほうでは何の異論もなかったという話も聞いております。そう

いうことを考えますと「れいめい市」を含め、串木野・市来を残した名前、その辺のとこ

ろの一つの枠組みの中のこの方向性というのを今日はつけていただきたいというふうに思

っております。最終決定は次回にしていただきたいとこういうような思いを持っておりま

す。 
田畑誠一会長 
他の皆さん、ご意見はございませんか。 

吉尾逸郎委員 
申し遅れました。私ども串木野市議会のほうに、各種団体から要望書等も来ております。

法人会、建築業界、建設業界、そして水道工事の工事組合、それと基幹産業であります、

つけあげ・かまぼこ組合のほうから要望書という形で私ども市議会にも来ておりますし、

協議会のほうにもたぶん来ていると思っておりますが、この内容につきましては、すべて

同じような内容でございます。一市一町の合併を速やかに進めてくれ、そして新市名称の

決定に関しましては、市来町民、串木野市民がお互いに納得のいく新市名に決定をしてい

ただきたいとそういう要望書が来ているところでございますので、お知らせをいたしてお

きます。 
石野弘人委員 
竹之内委員のほうからもさきほど報告がありましたけども、串木野の合併調査特別委員

会が１７日ありまして、その中でもやはり民意に添って両方の町民・市民が納得する形で

の名前、そして両方の歴史が残るような名前を決めていただきたいというご意見が多数を

占めました。その後、ちょっと市民の方々にいろいろと説明に回った範囲では、かなり多

くの声が「せめて４文字ぐらいの名前にしてもらいたいと５文字では困る」というご意見

が多数を占めましたので、そういった意見が多いということも含めまして、ご審議いただ

ければということで要望しておきます。 

松下兵衛委員 

私ども市公連会・市婦連会ですが、合同研修でこれまでの「れいめい市」を再議するこ

とについての説明をいたしましたが、その経過等について、あるいは理由については皆さ

ん了解してくれました。私、小委員会の一員として、また、お願いしたいのは、さきほど

吉尾委員から発言がありましたけれども、「れいめい市」ということについては我々もいろ

いろ検討した結果、これが一番いいのではないかということで選ばれた名称でありまして、

このことについては、当然、「れいめい市」も含めて再度、「市来串木野」あるいは「串木

野市来」ですか、そういう新たな名前を検討するということで確認していただければあり

がたいということです。 
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田畑誠一会長 

他にございませんか。 

（「なし」の声） 

なしということでございますので、お諮りをいたします。新市名称については、次回の

協議会で決定するということについては、ご異議はございませんか。 
（「なし」の声） 
それでは、新市名称につきましては、次回の協議会で決定をすると承認されました。 
それでは、次回の決定までに、今日の協議会としてどのような形で臨むかと、さっき具

体的には２点に絞るとか、いろんな話が出ましたが、「れいめい市」とそれから２つのまち

を残した形でとこういうことでございますが、そういうことでよろしゅうございますか。 
吉尾逸郎委員 
私、個人の感じなんですけれども、市来・串木野、既存の名前を残すということは、市

来・串木野この名前というのを残してほしいという市民等の大きな要望もあったわけです

が、そうなりますと「市来串木野」か「串木野市来」かそのぐらいになってくるのではな

いかと思っております。ですから、それを考えたときに「市来」が３文字、「串木野」が４

文字であります。語呂的というのはちょっとおかしいかもしれませんが、「市来串木野」の

ほうが語呂はいいのかなあという感じがしております。これは私の個人的見解であります。

ですから「市来串木野」、「れいめい市」これは、私ども串木野市のほうから大きな批判が

あっての再考というふうに理解をいたしております。市来町さんのほうはそんなに反対は

なかったという話も聞いております。市来町の皆さん方は「れいめい市」に賛成だったと

いうこと等を考えた時にやはり「れいめい市」というのは残し、そして、私ども串木野市

のほうで要望というのか、多数の方々の声でありました串木野を残してくれという声を尊

重するのであれば、「市来串木野」、そこをそのまま残す名前が妥当かなあという気がいた

します。もっと個人的見解を言わせてもらえば、漢字がずらっと並ぶのもおかしいのかな

あと「市来」をひらがなにして漢字の串木野市、「いちき串木野市」はどうなのかなあとい

う感じを私はもっております。 
原口政敏委員 
私も両委員とまったく同じ考えであります。「市来串木野市」漢字を２つ並べますと、な

んかこう語呂合わせが悪いような気がいたしております。市来の「いちき」はひらがなで

串木野は漢字で「いちき串木野市」と私もまったく吉尾委員の意見に賛成でございます。 
田畑誠一会長 
他にございませんか。 

内田政司委員 
私は「れいめい市」と決まった後でいろんなご意見を伺ったわけですが、ほとんどの方

がまだ「れいめい市」にという市来の皆さん方の意見を聞いております。そういったわけ

で「れいめい市」以外の名前をということで今ご発言がありましたけれども、さきほどの
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お話のとおり「いちき串木野」、これを付けた名前には、もう賛成でございます。ただ「れ

いめい市」は、あと一つというのではなくて「市来」がひらがなというのが出ましたけれ

ども、せめて「市来」がひらがなか漢字かというのも残していただきたいというふうに思

っております。 
田畑誠一会長 
他にございませんか。 

石野弘人委員 
串木野という漢字、市来という漢字、この漢字を残すのか、呼び名を残すのか、その辺

にもちょっと目を向けたいと思うんですけれども、「いちきの市」という呼び名が１０種類

あるんですよね。漢字そのものを残したいということになれば、当然、漢字ですと５文字、

いちきをひらがなにしますと６文字ということになりまして、私が聞いた範囲内での強い

要望、せめて４文字以内にはならないだろうかというように私は危惧を感じるのですが、

呼び名で残していただけたらという希望でおります。 
竹之内勉委員 
只今、石野委員の発言もアンケートの結果等も見れば、しかりでありまして、住民・市

民の皆さん方もそういう気持ちがあってのアンケートの応募だったんだろうかと思います。

しかしながら、何故再議になったか、結局「れいめい市」ということに対する串木野市側

の異論が多かった。それは何かというと串木野を残してくれと、何とか串木野を残してほ

しい、地元の地場産業の一番であります業界からも串木野という文字で要望書もあがって

きたところでございます。字数的には確かに多いんでしょうけれども、これは合併、「やは

り互譲の精神というのもないとこういうのもできんよな」ということで譲り合う気持ちも

含めて、おかしな話ですけど、名前というのは呼び慣れてくると非常に愛着が出るんじゃ

ないかなあと思います。最初はいろんな名前を聞くにつけ、耳に入りませんけれども、ま

あ、そういうことも含めて、当然、住民・市民にはいろんなお考えの方がいらっしゃいま

すけれども、それを１００％というのは難しゅうございますので、地元のそれぞれの名前

を残すという方向性で行けばさきほどから出ている「市来串木野」「串木野市来」この辺り

が一番妥当な線ではないかなあと思うところでございます。確かにいろんなご意見がある

のは、私も個人的に存じておりますが、それを協議会の中でまとめていくということにな

ればそういう広い視点に立って、委員からいろんなご意見を出して決めていくのが筋だと

思います。他の委員の方のご意見もあればと思います。 
平里尚人委員 
この新市名称に関しては、基本的に市民・町民の皆さんに公募したという元々の経緯が

ございます。ですからあくまでもやはり公募していただいたものの中からでないとこれは

いけないと思いますので、そうなりますと必然的にひらがな、漢字の関係は、ひらがなの

「いちき市」、漢字の「串木野市」はあります。また、漢字の「市来串木野」、「串木野市来」

ありますが、私が今、調べた限りではひらがなの「くしきの」に漢字の「市来」は１件も
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応募されておりませんので、候補の中に挙げていいものかどうかというのを少し苦慮いた

します。また、私自身は、お互いの市町名を残すことが非常に有効であると考えておりま

す。例えば、昨今、よく話題になりますが、新市の名称にすることによっての経済的負担

という声がありますけれども、実際、他の協議会等でもう既に新市が誕生したところなど

の情報をいろいろ得てみますと、やはりお互いのまちのブランドを共有する名称というこ

とは一つの大きなメリットとだろうと思います。経済的なこの合併による一部看板ですと

か、印鑑・封筒もろもろ出されておりますが、これは１回きりの負担でありますが、お互

いの市町の農産物もしくは産業が行われる商品、その他のものに関しましては、例えば市

来の皆さんにとってのつけあげ、串木野のつけあげ、それから串木野からとって、市来の

皆さんのみかんという他にもたくさんのものがありますが、そのブランドを共有できる、

お互いが新市になったときに両方のブランドを共有して恒久的にそのブランドは発展して

いくという見方からしますと、１回きりの負担よりも住民の企業の皆さんのまた農家の皆

さんの努力によっては、もっと大きな経済的効果が得られるのではないかと考えます。そ

の為に両市町の名前をそのまま残す形を取っていただくことが最善でないかと考えます。 
田畑誠一会長 
他にございませんか。 

木場俊行委員 
市来町議会も昨日、特別委員会を開いて、皆さんにいろいろ審議してもらったわけです

が、再議に至った経緯についてはいろいろ批判もあったということをさきほど原口委員の

ほうからありました。皆さん、名称について論議した中において「れいめい市」という名

前を決めた経緯は、市来は重いという意見も多く出ましたが、やはりそれを主張していけ

ば、より良い合併は難しいではないかという意見も出て、いい合併を望むんであれば両市

町の名前が入った名前で残すのが一番いいのではないかということで、特別委員会では話

がだいたいまとまったような気がします。その中で出てきたのが、やはり市来は議会報と

か町報はすべてひらがなの「いちき」で統一してありますので、出来ればひらがなの「い

ちき」そして「串木野市」という名前を付けたのがいいんじゃないかというのが、大方の

意見だったと思います。 
田畑誠一会長 
他にございませんか。 
（「なし」の声） 
それではお諮りいたします。市来町・串木野市、お互いのまちの名前を残すという、も

ちろん「れいめい市」もそうでありますが、それからお互いの名前を残すことで検討して

いこうと、まずこの点についてお諮りいたしますが、そのことについてはご異議ございま

せんか。 
（「なし」の声） 
それでは只今、申し上げたとおり承認されたものといたします。 
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次に、両市町の名前を残すということでございますが、その件につきましてどちらかに

絞るのか、あるいはそのまま考えるのか、それについて協議をお願いしたいと思いますが、

これまでの意見の中では、「いちき串木野市」というのが一番多いわけですが、「いちき」

につきましてはひらがなで、「串木野」については漢字でということですね。その意見がも

っとも多いですが、それでよろしゅうございますか。 
（「なし」の声） 
それでは、異議なしということでございますので、次回協議会におきまして「れいめい

市」、ひらがなの「いちき」、漢字の「串木野市」の「いちき串木野市」、この２点について

次回の協議会で決定をする。それまでにまた皆さん方のご意見を伺ってくるということで

よろしゅうございますか。 
（「なし」の声） 
それでは、そのように決定をさせていただきます。 

南竹一敏事務局長 
今、次回の協議会で決定をするということでございますけれども、事務局といたしまし

ては、次回の協議会を２２日に予備日として挙げておりますけれども、その２２日でよろ

しいか、協議をお願いしたいと思います。 
田畑誠一会長 
只今、説明がございました。予備日として充てておりました。１１月２２日を次回の協

議会としていただきたいということでございます。ご異議はございませんか。 
原口政敏委員 
お願いがございます。２２日の午前中、市来町は臨時議会をいたしておりますので、昼

からにしていただければと思っております。 
南竹一敏事務局長 

いつも協議会は昼から予定をいたしておりますので、今回も昼の１時３０分から行いた

いというふうに思っております。 
石野弘人委員 
２２日に決定するということで、今、決まったわけですけども、さきほどの漢字の「串

木野市」、ひらがなの「くしきの市」、「れいめい市」、「望海市」、「西さつま市」、これは発

表しまして、市民の方々がいろいろ吟味されて、串木野市のほうではブーイングが起こっ

たという経緯がございます。今回、この「れいめい市」とひらがなの「いちき」と漢字の

「串木野市」の「いちき串木野市」、この２つの中から何とか決めようかということで、こ

の協議会では決まったよというのを市民に周知する、あるいは市民の反応を取る時間が必

要じゃないのかなと考えますが、その辺は事務局どうでしょうか。 
南竹一敏事務局長 

まず２２日に名称が決まれば、事務局といたしましては、臨時の協議会だよりをすぐ準

備いたしまして、それぞれの各戸・世帯に配布をさせていただきたいというふうに考えて
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おります。 
田畑誠一会長 
只今のご意見ですが、市来町さんも説明会をもちたいということをお考えのようであり

ます。串木野市においてもそれまでに各種団体の皆さんに幅広くお越しをいただきまして、

ご意見を賜りたいというふうに計画をいたしております。これまで住民説明会におきまし

て、住民の皆さん方の多くの意見が出されましたので、それを踏まえて再協議したわけで

ありますので、その旨をお知らせしたいと思っております。それではお諮りいたしますが、

２２日の午後１時３０分から次の協議会を開催する。また、そのときに今、申し上げまし

た「れいめい市」、ひらがなの「いちき」、漢字の「串木野市」の「いちき串木野市」、２点

の中から２２日に選考していくと、決定をしていくということでよろしゅうございますか。 
（「なし」の声） 
ご異議なしと認めます。そのように、承認されました。 
次に、合併協定書（案）についてを議題といたします。 

南竹一敏事務局長 
３頁を開きください。議案第６３号 合併協定書（案）について、継続審議であります。

合併協定書（案）について、次のとおり提案するというものであります。この議案につき

ましては、議案第６４号と関連がございますので、引き続き継続審議にさせていただきた

いと考えております。よろしくご審議のほどお願いいたします。 
田畑誠一会長 
説明が終わりました。ご質疑はございますか。 
（「なし」の声） 
なしとのことであり、第６４号に関連がございますので、継続審議とさせていただきま

す。 
次に、その他についてを議題といたします。まず始めに、調印式についてを議題としま

す。 
南竹一敏事務局長 
４頁をお開きください。その他の①調印式についてであります。このことにつきまして

は、皆さんもご承知のとおり調印式を１１月２４日に予定をしているところでございます

が、さきほど継続審議となりました新市名称の再協議の関係から調印式を１２月１日、 
１０時から串木野市市民文化センターにおいて実施するということで変更を考えておりま

すが、これにつきましてそれでよろしいか審議方をお願いいたします。 
田畑誠一会長 
調印式につきまして説明がございました。委員の皆さんからご質問・ご異議はございま

せんか。 
竹之内勉委員 
調印式についてでありますが、私どもの委員会の中で意見が出たんですけれども、いわ
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ゆる議決をしてから調印式をするべきではないのかと言う意見、あるいは規模的なこと、

こういう意見が出たんですが、先進地・全国的にそのような状況等が分かれば、教えてい

ただきたい。大方こういう状況です、こういう形なんですよということであれば、また帰

ってそういう報告をしたいと思います。 
南竹一敏事務局長 

このことにつきましては、まず総務省のマニュアルと言いますか、そういう中では調印

式を済まして確認し合ってから、廃置分合議案を上げる。結局、その中に出てきますのは、

今回の場合は４つの議案になってまいりますけども、それは協定項目の中でそれぞれが決

定した、お互いが調印したものを上げることになりますので、あくまでも調印式を済ませ

てから、議会に上げるということになるかと思います。これは全国的にすべてそのように

なっております。調印式の規模は大体４００人ぐらいでございます。 
田畑誠一会長 
よろしいですか。他にございませんか。 

原口政敏委員 
時間はだいたい何時頃を予定していますか。 

南竹一敏事務局長 
時間は大体１時間ぐらいで終わるのではないかと思っております。１０時からの予定で

す。 
松下兵衛委員 
さきほどの竹之内委員の発言と関連するんですが、私のところの市公連会でですね、調

印式より議会の議決が先じゃないのかという意見も出されました。私なりの解釈で説明し

たんですが、今度、串木野市では２２日の午前中に各種団体長を集めて説明会をされる、

市来町もされるということですので、その席上でですね、この調印式と廃置分合議案の議

決の後先の問題をきっちりと説明をしていただきたい。本当は各地域の説明会の中でなさ

れておればよかったんだろうと思うんですが、一般の人は、議会で議決されてはじめて調

印がされるのではないかというような気持ちを持っておられるようです。この説明会で、

はっきりとしておかないと誤解を受けているような感じをします。そういうことでお願い

しておきます。 
田畑誠一会長 
それはそのようにいたします。他にございませんか。 
（「なし」の声） 
ないようでございますので、次の事務の進捗状況について説明を願います。 

南竹一敏事務局長 
同じくその他の事務の進捗状況の前に②の新市名称の公募の表彰について、説明申し上

げますが、このことにつきましては、２２日に新市名称の決定がされるということでござ

いますので、その時に協議方をよろしくお願いしたいと思います。 
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田畑誠一会長 
今、説明がございましたとおり、新市名称公募の表彰につきましては、２２日の決定の

後にご検討いただきますので、ご了承願います。 
司会者（逆瀬川正事務局次長兼総務課長） 

事務の進捗状況でございますけども、４頁をご覧くださいませ。協議だよりですけれど

も、第１２号は、１２月初旬発送予定となっておりますけれども、ここをちょっと訂正し

ていただきまして、２２日に新市名称が決定いたしますので、臨時号を発行して新市名称

の再協議の結果と調印式についてお知らせいたします。そして第１２号は調印式等も掲載

して１月初旬に発送する予定になります。訂正をお願いします。ホームページ、会議録、

事務事業一元化につきましては、掲載のとおりとなっております。後でお目通しください

ませ。次回の協議会の開催についてですけども、１２月１日１０時は調印式となっており

ますので、よろしくお願いいたします。１月、２月、３月につきましては、予備日の協議

会を含めて日程のとおりとなっておりますので、日程の調整方をよろしくお願いいたしま

す。 
田畑誠一会長 
只今の事務の進捗状況、日程等につきましてご異議ございませんか。 
（「なし」の声） 
なしということでございますので、只今の報告は了承されたものといたします。委員の

皆さんから何かございませんか。 
（「なし」の声） 
それでは他に事務局からもないということでございますので、以上をもちまして第１５

回串木野・市来合併協議会を閉会いたします。 
次回は、１１月２２日午後１時３０分より行いますので、よろしくお願いをいたします。

ご苦労様でした。 
司会者（逆瀬川正事務局次長兼総務課長） 

以上をもちまして、第１５回串木野・市来合併協議会を終了いたします。どうもありが

とうございました。 
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